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1．中山文博，田中順子，田中昌博．カリエスリスクの低い患者への可撤性床義歯装着後における口腔
内環境の変化．第 542 回大阪歯科学会 2014. 2. 8 枚方市．
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4．藤木 傑，楠本哲次，田中昌博．デジタル技法を用いて一日で装着した歯冠補綴装置．第 5回日本
デジタル歯科学会学術大会 2014. 4. 19 大阪市．

5．福本貴宏，大河貴久，藤井孝政，鳥井克典，伊東優樹，田中順子，田中昌博．ハイブリッドレジン
ブロックとハイブリッド型レジンの接着強さに低温大気圧プラズマ処理が与える効果．第 5回日本
デジタル歯科学会学術大会 2014. 4. 19 大阪市．

6．覺道昌樹，堤 義文，向井憲夫，佐藤正樹，井田治彦，田中順子，田中昌博．超音波診断装置を用
いた咀嚼時舌運動動態の観察－全部床義歯装着者の舌の左右側の高低差－．日本補綴歯科学会第
123 回学術大会 2014. 5. 24 仙台市．

7．小正 聡，三宅晃子，橋本典也，中野蓉子，田口洋一郎，楠本哲次，西崎 宏，岡崎定司．QCM

センサを利用したジルコニアおよび純チタン金属表面への PRP 吸着量の比較．日本歯科補綴歯科
学会第 123 回学術大会 2014. 5. 25 仙台市．

8．大河貴久，伊東優樹，藤井孝政，中川修佑，山本真由，鳥井克典，田中昌博．低温大気圧プラズマ
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処理が支台築造用レジンへのセメントの初期接着強さに与える影響．日本補綴歯科学会第 123 回学
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支台歯の削除量に対する「支台歯形成 AR ナビゲーション」の効果．日本補綴歯科学会第 123 回
学術大会 2014. 5. 25 仙台市．

11．山本真由，鳥井克典，大河貴久，覺道昌樹，村田洋一，楠本哲次，田中順子，田中昌博．一般成人
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ン合金表面に析出されたナノ構造への加熱処理がラットの骨髄細胞の硬組織分化誘導能に与える影
響について．平成 26 年度日本補綴歯科学会 中国・四国，関西支部合同学術大会 2014. 9. 6 倉
敷市．

15．中川修佑，鳥井克典，大河貴久，松島 諒，田中順子，田中昌博．ジルコニア・コーヌスクラウン
のコーヌス角と内外冠スペース設定が維持力に及ぼす影響．平成 26 年度日本補綴歯科学会 中国
・四国，関西支部合同学術大会 2014. 9. 6 倉敷市．
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歯間距離の経時的動態．第 28 回日本口腔リハビリテーション学会学術大会 2014. 11. 24 大阪
市．
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26．覺道昌樹，向井憲夫，田中順子，田中昌博．超音波画像を用いた咀嚼時舌運動の検討－咬合支持域
の確立が与える影響－．第 546 回大阪歯科学会例会 2014. 12. 13 枚方市．
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臨床症例報告

1 ）印刷公表

1．鳥井克典．クラウンブリッジによって審美障害および咬頭嵌合位の安定性を改善した症例．日本補
綴歯科学会誌 2014；6（1）：59−62.
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1．楠本哲次，小正 聡，藤木 傑，東 宗秀，田中昌博．化粧をしやすくするためのオーラルアプラ
イアンス．第 25 回日本歯科審美学会学術大会 2014. 11. 23 高松市．

2．藤木 傑，楠本哲次，田中昌博．ファイバーポストとステインを効果的に用いたオールセラミック
クラウンによりブラックラインを改善した症例．第 25 回日本歯科審美学会学術大会 2014. 11. 23
高松市．

総説

1．田中昌博，藤井孝政，内藤 徹，梶村幸市＊4，熊谷知弘＊3．先進医療から生まれた CAD/CAM 冠．
GC circle 2014；150：4−9.
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2．藤井孝政，田中昌博．「特集デジタルテクノロジーによる先端医療“デジタル技術改革”」CAD/CAM

冠：CAD/CAM 製作によるハイブリッドレジンクラウン．日本歯科理工学会誌 2014；33（6）：523
−526.
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2014：32−49.
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